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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

を
活
用
し
た
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
「
見
え
る
化
」
す

る
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
返
礼
品
本
位

で
は
な
い
ふ
る
さ
と
納
税
の
在
り
方
が

実
現
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

総
務
部
長　

例
え
ば
、「
百
万
円
を
い

た
だ
く
と
、
県
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
に
譲
渡
し
た
犬
猫
百
頭
分
の
飼

育
の
支
援
に
充
て
ら
れ
る
」
と
い
っ
た

Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
寄
附
に
よ
る
事
業

効
果
や
実
績
に
つ
い
て
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

拡
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
取
り
込
み
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業

の
振
興
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ

の
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

一
層
の
誘
客
を
推
進

す
る
た
め
、
情
報
発
信
を
強
化
し
、
本

県
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
多

様
な
体
験
・
宿
泊
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組

み
込
ん
だ
ツ
ア
ー
造
成
を
働
き
掛
け
る

と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

受
け
入
れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
、

観
光
消
費
額
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

少
年
の
多
く
は
、
薬
物
乱
用
の

恐
ろ
し
さ
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
若
い
世
代
が
薬
物
に

よ
る
悲
劇
の
深
刻
さ
を
自
覚
で
き
る
か

が
重
要
と
考
え
る
が
、
警
察
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　

県
警
察
で
は
、
教
育
庁

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
各
学
校
に

お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
、

少
年
の
年
齢
や
発
達
段
階
に
応
じ
た
理

解
し
や
す
い
方
法

で
薬
物
の
有
害
性

お
よ
び
危
険
性
を

訴
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
職

員
の
労
働
環
境
、

県
道
大
洗
友
部
線

の
整
備
な
ど
も
質

問
）

議
員　

高
齢
化
が
進
む
中
、
買
い
物
難

民
・
通
院
難
民
が
増
加
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

政
策
企
画
部
長　

住
民
の
買
い
物
支
援

や
公
共
交
通
の
維
持
確
保
な
ど
に
取
り

組
む
市
町
村
を
支
援
し
て
き
た
。
今
年

度
か
ら
は
、
新
た
に
買
い
物
支
援
と
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
合
わ
せ
た
モ
デ

ル
事
業
を
展
開
し
、
民
間
事
業
者
と
の

連
携
を
目
指
す
。

（
ほ
か
に
、
市

町
村
行
財
政
運

営
に
対
す
る
知

事
の
基
本
姿
勢
、

日
本
語
指
導
の

必
要
な
児
童
生

徒
へ
の
支
援
な

ど
も
質
問
）

 

新
し
い
茨
城
県
総
合
計
画
の
策
定

議
員　

新
た
な
茨
城
県
総
合
計
画
の
策

定
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
県
政
を
進

め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

計
画
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

知
事　

県
民
が
自
分
の
叶
え
た
い
夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な

県
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
活
力
が
あ
り
、

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
考
え
の
下
、

県
民
と
共
に
「
挑
戦
す
る
茨
城
県
」
を

築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
計
画
の
中
に

し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て
い
く
。

議
員　

湖
上
で
適
切
に
保
冷
し
た
霞
ヶ

浦
の
シ
ラ
ウ
オ
を
新
鮮
な
状
態
で
提
供

で
き
れ
ば
、
魚
価
の
維
持
向
上
に
よ
り

漁
業
関
係
者
の
経
営
安
定
化
に
つ
な
が

る
。
鮮
度
管
理
や
販
路
拡
大
の
取
り
組

み
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

シ
ラ
ウ
オ
の
生
食
用

凍
結
品
の
製
造
に
向
け
、
船
上
で
の
鮮

度
管
理
技
術
や
凍
結
技
術
の
開
発
に
取

り
組
み
、
高
鮮
度
の
シ
ラ
ウ
オ
を
安
定

供
給
す
る
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
販

路
拡
大
を
支
援
し
、
霞
ヶ
浦
北
浦
漁
業

の
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
を
は
じ
め
、
本
県
が
有
す
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
資
源
に
つ
い
て
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

今
年
度
内
に
県
版
の

自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
す
る
が
、

そ
の
際
に
は
整
備
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
活
用
を
提
案
し
な
が
ら
、
消

費
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
地
域
が
自
ら
稼

ぐ
仕
組
み
の
構
築

も
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
世
界

湖
沼
会
議
、
Ｇ
２

０
貿
易
・
デ
ジ
タ

ル
経
済
大
臣
会
合
、

少
子
化
対
策
の
た

め
の
働
き
方
改
革

な
ど
も
質
問
）

議
員　

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
を
伴
う
介

護
を
受
け
て
い
る
方
が
短
期
入
所
を
希

望
し
て
も
、
県
南
に
は
施
設
が
少
な
く

簡
単
に
入
所
で
き
な
い
。
施
設
拡
充
を

誘
導
す
る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

医
療
型

短
期
入
所
の
開
設
経
費
の
助
成
な
ど
に

よ
り
、
新
規
開
設
や
定
員
増
に
努
め
る

と
と
も
に
、
庁
内
の
協
議
の
場
に
医
療

機
関
な
ど
を
加
え
支
援
策
を
検
討
し
、

短
期
入
所
施
設

の
拡
充
に
努
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
た

な
霞
ヶ
浦
宣
言

の
発
信
、
国
道

三
五
四
号
の
整

備
な
ど
も
質
問
）

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
東茨城郡南部選出

一括方式

外塚　　潔 議員
無　　所　　属
かすみがうら市選出 

一括方式

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

伊沢　勝徳 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

一括方式

少
年
の
薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
の

対
策

寄
附
金
の
活
用
事
業
を
軸
と
し
た

ふ
る
さ
と
納
税

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み

冷
凍
技
術
を
活
用
し
た

霞
ヶ
浦
水
産
資
源
の
販
路
拡
大

県
南
地
域
へ
の
重
症
心
身
障
害
児

入
所
施
設
の
拡
充

買
い
物
難
民
・
通
院
難
民
対
策

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
を

は
じ
め
と
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
資
源
の
活
用

 

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
「
原
子
力
研
究
開
発
」
に
関
す

る
意
見
書

○
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め

る
意
見
書

○
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
普

及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

 

知
事
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
海
外
対
象
医
師
修
学
研

修
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

ほ
か
六
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

○
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
二
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処

分
に
つ
い
て

※
意
見
書
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て

答
弁
を
求
め
る
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁

を
求
め
る
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ
び

同
公
営
企
業
会
計
決
算
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る
た
め
、
六
月

八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
五
名
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長
　
福
地
　
源
一
郎

副
委
員
長
　
志
賀
　
　
秀
之

委
　
　
員
　
白
田
　
　
信
夫

　  

〃 

　
　
横
山
　
　
忠
市

　  

〃 

　
　
西
野
　
　
　
一

　  

〃 

　
　
村
上
　
　
典
男

　  

〃 

　
　
島
田
　
　
幸
三

　  

〃 

　
　
鈴
木
　
　
定
幸

委
　
　
員
　
鈴
木
　
　
　
将

　  

〃 

　
　
安
藤
　
真
理
子

　  

〃 

　
　
長
谷
川
　
重
幸

　  

〃 

　
　
飯
田
　
　
智
男

　  

〃 

　
　
佐
藤
　
　
光
雄

　  

〃 

　
　
八
島
　
　
功
男

　  

〃 

　
　
江
尻
　
　
加
那

中学校における薬物乱用防止教室 アメリカからの教育旅行受け入れの様子（茨城町提供）

霞ヶ浦水産資源の販路拡大を霞ヶ浦湖畔を走るサイクリスト


